
建築と社会▪2026.764

■はじめに
本建物は2025年大阪・関西万博のシン
ボルとなっている世界最大の木造建築
物として建設された。

大屋根リング　全景写真

■照明設備概要
大屋根リングは、8つの照明要素を組
み合わせライトアップすることで、木
架構の構造美を最大限に引き出してい
る。空間全体のスケール感と明るさの
バランスを保ちつつ、空への光漏れの
抑制と歩行者の視線の自然な誘導を両
立させている。
私が特に注力したのは、トラム通路用
のグラウンドウォークとスロープ手摺
のライティング計画である。光害とな
らないよう、照明器具の取付位置や光
源の向きに細心の注意を払い検討を進
めた。まず机上でのシミュレーション
により検討案を精査し、施工者と協力
し最終的に現地確認で微調整を行うこ
とで、最適な照明計画を実現できた。

■グラウンドウォーク
大屋根リングは3社で工事エリアを分
担し、 1つの建屋を作り上げている。
清水建設工区のグラウンドウォークは
一般来場者の立ち入りが制限され、ト
ラム専用通路となっている。省エネの
観点から、一般来場者歩行通路で求め
られる床面平均100Lxに対し、トラム
通路は床面平均10Lxと照度を低く設
定している。しかし、リング外周から
見た際の他工区との照明計画の統一感
を維持するという課題があった。
計画当初、他工区の通路照明にはス
ポットライトが3台計画されていたの
に対し清水建設工区では1台と、照度
確保の観点から台数設定が少なかっ
た。設定照度が低く、設置台数も限ら
れる中で、他工区通路と同様に周囲と
のデザイン的な調和を図る必要があっ
た。他工区の照明設置位置を参考に単
純に台数を減らすだけでは、リング架
構下部が暗くなる懸念が生じた。

この課題に対し、解決策としてスポッ
トライトの配光を狭角型とすることで
補填できるのではないかと考えた。広
角型器具が広範囲を均一に照らすのに
対し、狭角型器具は狙ったエリアへ光
を集中して照射できるため、限られた
台数でも必要な場所に集中して明るさ
を確保した。さらに、スポットライト
の取付位置をリング周囲側へ設定し、
器具角度を外周部へ傾けることで、外
周部の明るさ向上を図れるのではない
かと考え、最適な取付位置と角度の検
討を行った。照度シミュレーションお
よび現地での点灯確認をし客先・デザ
イナーと照明計画の合意を得た。
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■青年技術者のことば

昨今、地球温暖化対策として

「カーボンニュートラル」の実現

が世界的な課題となっており、国

内においても環境配慮型建築の推

進が強く求められている。企業や

社会全体にとって果たすべき「社

会的責任」として認識されている

が、これらの高い環境目標を達

成するためのアプローチの中に

は、居住者や利用者に過度な省エ

ネ行動や生活様式の制約を強いる

設計や運用が見受けられることも

事実である。私は持続可能な社会

とは、環境負荷の低減と人々の豊

かな生活が両立するものであるべ

きだと考え、いかに少ないエネル

ギーで快適に暮らせるための環境

改善提案を行うことが今後の技術

者に求められるスキルだと感じて

いる。

まずは,快適で満足度の高い環境

配慮を実現するために幅広い設計

技術力を向上して、データや理論

に基づいた確かな設計を実践する

ことで、安全性・機能性・快適性

といった多角的な視点から最適な

解決策を導き出し、持続可能かつ

快適な環境を実現する技術者とな

ることを目指していきたい。
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2025年大阪・関西万博　大屋根リングにおける照明計画

■はじめに
本建物は2025年大阪・関西万博の民間
パビリオンであり、世界最大の西陣織
建築として建設された。

■照明設備概要
特徴的な構造形状の建物に周囲から均
質な光を当てることで、光を受けた建
築の形状が陰影を創り出しその輪郭が
浮かび上がることを目指した。足元か
らの光で膜構造を浮き立たせ、外周の
ポール照明で建物の形状に陰影をつけ
ている。光害に配慮し均質な光環境を
実現するため、3Dシミュレーションを
用いて照明の適切な配置と角度を決定
した。

■西陣織膜の「色」「柄」に
　フォーカスした照明計画
流れるような建築の三次元曲面フォル
ム、西陣織膜の「色」「柄」にフォー
カスした照明効果によって日中とは異
なる表情を魅せる演出を目指した。
赤を基調とした西陣織膜に対し、最も
効果的な光の色を事前にモックアッ
プを用いて模索した。白色の光を照射
することで、西陣織膜を美しく照らし
出し、あらゆる柄の色に調和する白色
光を生成し、そこにわずかに赤色光を
加えることで、赤色の西陣織膜がより
鮮やかに際立つような白色光を創出し
た。また、彩度を下げた青色の光を照
射することで、模様が浮かび上がり、
これまでにない雰囲気を演出できる色
で演出を行った。

飯田グループ×大阪公立大学共同出展館の照明計画

照明取付位置

グラウンドウォーク照明
木架構照明

清水建設工区　取付位置（床面平均10Lx程度）

他工区　取付位置（床面平均100Lx程度）

他工区

清水建設工区

竣工時　点灯状況

現地照明　取付状況

シミュ―レーション結果

青色照射

赤色照射

白色照射

照明照射角度シミュレーション

竣工時　点灯状況飯田グループ×大高公立大学共同出展館　全景写真 西陣織膜 各色照射の見え方




